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古紙配合率100％　白色度70％�
再生紙を使用しています�

この「みやぎ県政だより」は、88万部制作し、�
1部当たりの経費（印刷・発送）は22円です。�

環境に優しい大豆油インキを�
使用しています�

農漁家レストランとは、農林漁業者が経営するもので、自家の生産物や、地域の食材を生かして自ら調理し、農山漁村ならではの料理を提供するところです。�

�

　料理は初め４，５品だったのですが、いろ
いろなものを食べていただきたいと思って
いるうちに種類が増えてしまいました。材料
に使っている野菜は無農薬で育てたもので、
卵も自家製です。また農業体験も行っていて、
自分で作業をすることで食材にも愛着がわ
き、いっそうおいしく食べることができます。�

　県道仙台山寺線を秋保大滝に向かう途中に「秋保ベジ太倶楽部 農家のレストラン」はあ
ります。その名の通り野菜にこだわった料理は、外にあるデッキで大東岳をバックにした秋保
の広大な自然を肌で感じながら食べることができます。�

お問い合わせ／県人事委員会事務局職員課@022（211）3761　http://www.pref.miyagi.jp/zinziiinkai/
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みやぎの人口�
平成14年3月1日現在�

外国人登録人口�住民基本台帳に基づく世帯数�女�男�県推計人口�

※県推計人口／国勢調査人口を基礎とした総人口※世帯数は、住民基本台帳に基づく平成14年2月末現在の世帯数�

仙台市太白区秋保町字馬場字滝原７５-３�
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長
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農家のレストラン�

秋保ベジ太倶楽部�

平成14年度 試験日程�

試験の種類�

短期大学卒業程度�
高等学校卒業程度�

警察官B�
（大卒以外／男性・女性）�

申込受付期間� 第1次試験� 試験地�

仙台�

仙台�

仙台�

仙台�

仙台�

仙台�

試験地�第2次試験�

10月下旬�
～11月上旬�

�

最終合格発表�

大学卒業程度� 5月10日（金）～5月31日（金）�

8月16日（金）～9月 6日（金）�

5月20日（月）～6月17日（月）�

8月 2日（金）～8月30日（金）�

6月23日（日）�

9月29日（日）�

7月14日（日）�
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仙台�
東京�

仙台�
東京� 7月下旬�
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8月上旬�

10月中旬�

8月中旬�

11月下旬�

8月下旬�

11月下旬�

警察官A�
（大卒／男性・女性）�

採用試験の詳しい内容（職種、受験資格、採用予定人員等）は、それぞれの試験案内をご覧ください。�
試験案内（受験申込書）は、5月7日ごろから県行政庁舎17階人事委員会事務局や1階総合案内などで配布します。�
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察
官�

平成14年度�宮城県職員採用試験�のご案内�

封筒の表に「◯◯試験申込書請求」と朱書し、あて先を明記した返信用封筒（角2封
筒・140円切手貼付）を同封の上、県人事委員会事務局（〒980‐8570 仙台市青
葉区本町3-8-1）へお送りください。�

●県人事委員会事務局（県行政庁舎17階）●県庁総合案内（県行政庁舎1階）●気
仙沼地方振興センター総務班および各地方県事務所総務班（県内各合同庁舎内）
●県警察本部警務課（ 　0120‐204606）および県内各警察署●県東京事務所
（東京都千代田区平河町2‐6‐3都道府県会館12階　 　03（5212）9045）など�

�

試験案内配布場所�

郵便で請求する場合�

採用試験・県業務説明会（主に大学卒業程度試験、警察官A試験対象）を�
5月14日（火）午後1時半から県行政庁舎2階講堂で行います。ぜひお越しください。�

み　や　ぎ�

レストラン�
家�農漁�

http://www.pref.miyagi.jp/kohou/
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「ワールドカップの開催」�
　熱狂的なサッカーファンとは言えなかった私でしたので、

サッカーのワールドカップへの興味は、宮城県が開催地

になるための誘致運動を始めた頃からのものです。実際

にワールドカップのなんたるかを知るにつれて、その意義

の大きさに目覚めていきました。�

　最初の契機は、韓国との共同開催です。どうして日本

の単独開催でないのかと不満に思ったこともありましたが、

実際に韓国の関係者とお会いしていく中で、共同開催で

よかったと思うようになってきました。日韓のこれまでの不

幸な歴史を、ワールドカップの共同開催を契機に、建設的

な関係にしていくことができると確信しました。日韓の新し

い歴史の始まりです。�

　最終的に宮城県が開催地に選ばれた時は、とてもうれ

しくて興奮しました。オリンピック以上の、世界最大のスポー

ツの祭典がこの地で開催される。考えただけでわくわくし

てきます。４年前に、フランスの大会を視察に行って、その

思いが強くなりました。フランス全体で、ものすごい盛り上

がりかたでした。�

　この盛り上がりが、当地で再現されるのです。ドンぴしゃ

りのタイミングで、ベガルタ仙台がＪ１昇格を果たしました。

イタリアチームが仙台をキャンプ地に選んでくれたことも

素晴らしいことです。�

　国内外からお客様を受け入れるにあたって、警備、交通、

観客の安全確保など、地元としてやるべきことがたくさん

ありますが、その苦労以上の成果は、きっとあるはずです。

県民一人ひとりが、遠来のお客様を心からお迎えすること

に、ぜひご協力をお願いしたいと思います。�
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優勝トロフィーをひと目見ようと大勢のファンが集まった「トロフィーツアー」�

お問い合わせ�
宮城県警察　http://www.police.pref.miyagi.jp/�
宮城県警察本部 交通管制センター　　０２２（２６３）４３０５�
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2002FIFAワールドカップ 宮城開催に伴う�TM

交通規制のお知らせ�

　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
へ
向
け
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
市
民
組
織
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
宮
城
・
仙
台
友
の
会

「
キ
ッ
ク
ラ
ブ
」で
は
、「
２
０
０
２
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ 

フ
リ
ー
ト
ー
ク
フ
ェ
ス
タ
」や「
ザ
伊
太

利
亜
イ
ベ
ン
ト
」な
ど
数
々
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
、楽
し
く
活
動
し
な
が
ら
交
流
の
輪
を

広
げ
て
い
ま
す
。�

  
ま
た
、対
戦
カ
ー
ド
の
決
定
を
受
け
、追
加
募

集
を
行
っ
た
ス
ペ
イ
ン
語
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、百
名
を
超

え
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
は
、ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
試
合
で
の
実
地
研
修

や
各
種
業
務
研
修
等
を
通
じ
て
本
番
へ
の
準
備

を
着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。�

��

　
開
催
期
間
中
、国
内
外
か
ら
宮
城
を
訪
れ
る

観
客
、サ
ポ
ー
タ
ー
、そ
し
て
迎
え
る
県
民
の
皆

さ
ん
が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
楽
し
め
る
よ
う
、勾

当
台
公
園
市
民
広
場
で「
サ
ッ
カ
ー
パ
ー
ク
」が

開
催
さ
れ
ま
す
。ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
情
報
コ
ー

ナ
ー
、ワ
ー
ル
ド
フ
ー
ド
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
国
際
色

豊
か
な
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
準
備
さ
れ
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
仙
台
市
体
育
館
等
で
は
、チ
ケ
ッ
ト
は
手

に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、ス
タ
ジ
ア
ム
の
感

動
と
興
奮
を
み
ん
な
と
一
緒
に
体
感
し
た
い
と

い
う
皆
さ
ん
の
た
め
に
、宮
城
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ

れ
る
試
合
や
日
本
代
表
の
試
合
を
、大
型
映
像

装
置
を
使
っ
て
生
中
継
す
る
予
定
で
す
。�

　
ま
た
、開
幕
よ
り
一
足
早
く
、五
月
下
旬
か
ら
、

世
界
屈
指
の
強
豪
イ
タ
リ
ア
チ
ー
ム
が
仙
台
で
キ
ャ

ン
プ
を
行
い
ま
す
。チ
ー
ム
の
支
援
組
織「
フ
ォ
ル

ツ
ァ 

ア
ズ
ー
リ
ク
ラ
ブ
」を
中
心
に
選
手
や
関
係

者
、そ
し
て
サ
ポ
ー
タ
ー
を
歓
迎
す
る
数
々
の
イ

ベ
ン
ト
も
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
試
合
当
日
は
、四
万
人
を
超
え
る
観
客
の
皆

さ
ん
が
宮
城
ス
タ
ジ
ア
ム
を
訪
れ
ま
す
。県
で
は
、

こ
の
方
々
を
安
全
か
つ
円
滑
に
輸
送
す
る
た
め
、

ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
の
Ｊ
Ｒ
駅
等
や
パ
ー
ク
ア
ン
ド
バ

ス
ラ
イ
ド
臨
時
駐
車
場
か
ら
の
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。ま
た
、会
場

や
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
周
辺
で
は
、車
両

通
行
禁
止
等
の
交
通
規
制
が
実
施
さ

れ
る
予
定
で
す
。詳
し
く
は
、宮
城
ア

ク
セ
ス
セ
ン
タ
ー（
０
２
２（
２
２
２
）４

１
４
４
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
内
外
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
皆
さ
ん
が
、

宮
城
で
の
楽
し
い
思
い
出
を
胸
に
帰
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、県
民
の
皆
さ
ん

の
御
協
力
と
心
温
ま
る「
ス
マ
イ
ル
」

を
お
願
い
し
ま
す
。�

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を�

楽
し
も
う�

皆
さ
ん
の
協
力
で
こ
こ
ろ
に
残
る
大
会
に�

ＴＭ�

　
宮
城
県
民
の
皆
さ
ん
、ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
シ

ム
ニ
カ
。�

　
い
よ
い
よ
歴
史
的
な
韓
日
共
催
の
２
０

０
２
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
開

催
が
目
前
に
迫
り
ま
し
た
。ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
は
全
世
界
で
最
も
愛
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、開
催
期
間
中
は
世
界
五

十
億
の
人
々
が
歓
喜
と
感
動
の
波
に
の
ま

れ
ま
す
が
、何
と
言
っ
て
も
今
度
の
大
会
は

史
上
初
の
ア
ジ
ア
地
域
開
催
で
あ
り
、初
の

韓
日
二
ヶ
国
に
よ
る
共
催
で
あ
り
ま
す
。
世

界
に
お
い
て
着
実
に
そ
の
実
力
と
レ
ベ
ル

を
上
げ
て
き
た
両
国
が
今
ま
で
築
い
て
き

た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
地
域
間

友
好
親
善
を
よ
り
一
層
拡
大
す
る
上
で
今

度
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催
が
大
き
く
役

立
つ
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。�

　
ま
た
宮
城
県
民
の
皆
様
に
お
い
て
も
、日

本
の
中
の
「
宮
城
」
の
歴
史
と
文
化
を
紹
介

す
る
絶
好
の
機
会
と
し
て
格
別
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
と
サ
ー
ビ
ス
精
神
を
も
っ
て
訪

れ
る
世
界
の
人
々
を
温
か
く
迎
え
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
記
憶
に
残
る
一
大
イ
ベ
ン
ト

に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。�
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お
問
い
合
わ
せ�

宮城スタジアム、利府駅及び泉中央駅周辺では、車
両通行禁止等の交通規制が実施されます。マイカー
による送迎はご遠慮願います。�

6月9日� 規制時間�

6月18日�

日�

火�

・6月12日�水�

規制時間�

朴　正浩�氏�
バク� ジョンホ�

駐仙台大韓民国総領事�

共
催
国�

大
韓
民
国
か
ら
の�

メ
ッ
セ
ー
ジ�

�
世界最大のスポーツイベント、２００２ＦＩＦＡワールドカップ 。昨年
12月には、初出場エクアドル対常連国メキシコ、激戦グループの注
目の一戦スウェーデン対アルゼンチン、そして日本代表の出場が期

待される決勝トーナメン
ト1回戦など、宮城スタジ
アムでの楽しみな対戦カー
ドが決まりました。そして
5月31日の開幕までい
よいよ1ヶ月を切り、東北
地方唯一の開催地宮城で
も、開催に向け準備が進
んでいます。�

ＴＭ�

®Ｊリーグフォト�
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�

　
こ
れ
ま
で
の
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量

廃
棄
型
の
社
会
経
済
活
動
に
よ
り
、生
活
が
豊

か
で
便
利
に
な
っ
た
一
方
で
、廃
棄
物
の
量
が
増

え
る
な
ど
地
球
環
境
に
大
き
な
負
荷
が
生
じ
、

そ
の
影
響
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　�

　
そ
こ
で
、県
で
は
、廃
棄
物
の
発
生
を
減
ら
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
の
目
標
と
、そ
れ
に

向
け
た
取
り
組
み
を
定
め
た
「
宮
城
県
廃
棄
物

処
理
計
画
」
を
作
り
ま
し
た
。�

���

　
今
回
の
計
画
で
は
、（
１
）廃
棄
か
ら
循
環
へ
の
転

換（
２
）リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
と
処
理
状
況
な
ど
の
情
報
公
開
の
促
進（
３
）

企
業
で
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
廃
棄
物
の
排
出

ゼ
ロ
）の
推
進
の
三
点
を
ポ
イ
ン
ト
に
、具
体
的

な
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。�

���

◎
一
般
廃
棄
物（
家
庭
や
事
業
所
な
ど
で
出
る
ゴ
ミ
）�

　
現
在
、一
人
の
一
日
あ
た
り
の
一
般
廃
棄
物

の
排
出
量
が
増
え
て
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、再
生
利
用（
リ
サ
イ
ク
ル
）率
は
、ほ
ぼ
同
じ

水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
た
め
、生
ゴ
ミ
の
コ
ン
ポ
ス
ト（
堆
肥
）化

を
進
め
た
り
、買
い
物
を
す
る
と
き
に
過
剰
包

装
を
断
る
な
ど
、家
庭
で
の
排
出
量
を
減
ら
す

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。ま
た
、リ
サ
イ
ク
ル
を

進
め
て
い
く
た
め
に
、リ
サ
イ
ク
ル
商
品
や
リ
タ
ー

ナ
ブ
ル（
再
利
用
）製
品
の
購
入
や
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
な
ど
が
重
要
で
す
。�

◎
産
業
廃
棄
物�

　
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、企
業
の
取
り
組
み
に
よ
り

再
生
利
用
は
増
え
、最
終
的
に
廃
棄
物
と
し
て

処
分
す
る
量
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。し
か
し
、

産
業
廃
棄
物
は
、最
終
処
分
場
で
の
処
分
が
追

い
つ
か
な
く
な
る
と
い
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。�

　
そ
の
た
め
、各
企
業
で
は
ゼ
ロ
エ
ミ
ッシ
ョ
ン
の
推

進
や
再
生
利
用
の
促
進
に
向
け
た
製
品
設
計
な

ど
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、処
理
状
況
の
情
報
公
開

な
ど
も
求
め
ら
れ
ま
す
。県
で
も
、こ
う
い
っ
た

取
り
組
み
を
支
援
す
る
一
方
で
、不
法
投
棄
の

取
り
締
ま
り
も
強
化
し
て
い
き
ま
す
。�

������������

　
計
画
を
実
現
し
循
環
型
社
会
へ
転
換
し
て
い

く
に
は
、①
ゴ
ミ
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
②
出

て
し
ま
っ
た
ゴ
ミ
は
資
源
と
し
て
で
き
る
だ
け
再

利
用
す
る
こ
と
③
そ
れ
で
も
出
た
ゴ
ミ
は
環
境
に

負
荷
の
少
な
い
形
で
処
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。�

　
そ
の
た
め
に
は
、生
産
か
ら
消
費
・
流
通
・
廃
棄

ま
で
の
各
段
階
で
、県
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
や

行
政
が
、連
携
し
な
が
ら
、積
極
的
に
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。�

�

●
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？�

　
古
布
の
リ
サ
イ
ク
ル
「
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ

ク
ル
」
と
環
境
を
考
え
た
買
い
物
を
す
る
消

費
者
活
動「
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
活
動
」

の
推
進
、環
境
教
育
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

●
環
境
教
育
で
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

の
で
す
か
？�

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
町
内
会
、学
校
な
ど
で
ゴ
ミ
分

別
体
験
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、さ

ま
ざ
ま
な
ゴ
ミ
の
中
か
ら
再
利
用
で
き
る
も

の
と
、そ
う
で
な
い
も
の
を
自
分
の
手
で
分

け
て
い
く
の
で
、リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ
に
つ

い
て
実
感
で
き
る
と
好
評
で
す
。�

●
こ
れ
か
ら
重
要
な
こ
と
は
？�

　
あ
ら
ゆ
る
生
活
の
場
面
で
自
分
が
排
出
者

で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、自
然
に
ゴ
ミ
を

出
さ
な
い
も
の
、リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
そ
う
な

も
の
を
購
入
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、そ
う
い
っ
た
各
家
庭
で
の
取
り
組
み

が
、今
ま
で
以
上
に
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。�

計
画
の
ポ
イ
ン
ト�

ゴ
ミ
の
現
状
と�

必
要
な
取
り
組
み�

計
画
実
現
に
向
け
て�

お
問
い
合
わ
せ
　�

資
源
循
環
推
進
課�
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●東北リコー（製造業・柴田町）�
　工場から出る廃棄物を１００％再利
用化するゼロエミッションを達成する
など、循環型社会に向けた取り組みを
進めている。�

社内にあるエコロジーホールでは、リサイクル
を進めた事例が展示されている�

いらなくなったものを有効利用する�
「もったいない市」�

1.一般廃棄物の目標�

2.産業廃棄物の目標�

内　　容�

1日1人あたりの�
排出量�

最終処分量�

最終処分率�

再生利用�
（リサイクル）率�

平成9年度�平成17年度�平成22年度�

内　　容�

排出量�

中間処理による�
減量化率�

再生利用率�

平成9年度�平成17年度�平成22年度�

循
環
型
社
会   

実
現�

循
環
型
社
会   

実
現�

宮
城
県
廃
棄
物
処
理
計
画
を
作
り
ま
し
た�

の�

県
内
で
の
取
り
組
み�

◎
Ａ
Ｃ
Ｔ
５
３
仙
台（
仙
台
市
）�

�

7.69.115.2

302515.9

100010151060

726.1

55.6

37.2

7.2 5 4

762.4 798.7

52 50

43 46

g g g

% % %

%%%

% % %

%%%

万トン�

万トン� 万トン� 万トン�

万トン� 万トン�

（左から）田中和稀君、浅野知事、畠山あかりさん�

ワールドカップを前に、いま県内には、
母国代表が宮城にやって来るのを
心待ちにしている外国人の方々が
います。今の気持ちを聞いてみました。�

ストックホルム�

ノ
ル
ウ
ェ
ー�

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド�

ロ
シ
ア
連
邦�

アメリカ合衆国�

メキシコ市�

メ
キ
シ
コ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い�

  

メ
キ
シ
コ
は
、季
節
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、お
い

し
い
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。メ
キ
シ
コ

人
は
、強
く
て
明
る
い
性
格
の
人
た
ち
が
多
く
、

気
持
ち
が
外
に
出
ま
す
。�

��

　
も
の
す
ご
く
ラ
ッ
キ
ー
で
す
。メ
キ
シ
コ
で
は
、

何
で
も
ボ
ー
ル
に
し
て
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
ほ
ど
国

民
的
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。今
は
、ス
タ
ジ
ア
ム
で
メ

キ
シ
コ
の
国
歌
を
歌
う
の
が
夢
で
す
。�

��

　
メ
キ
シ
コ
や
ほ
か
の
外
国
人
も
、自
分
の
国
の

文
化
や
食
べ
物
な
ど
、い
い
も
の
を
宮
城
に
来
て

伝
え
て
欲
し
い
で
す
。そ
し
て
、宮
城
の
食
や
文

化
の
い
い
と
こ
ろ
を
国
に
帰
っ
て
伝
え
て
欲
し
い

で
す
。皆
さ
ん
も
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
い
う
チ
ャ
ン

ス
を
楽
し
ん
で
、見
て
い
る
だ
け
で
な
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
で
す
。メ
キ

シ
コ
人
は「
タ
コ
ス
」の
こ
と
を
、皆
さ
ん
は「
み
そ

汁
」の
こ
と
を
話
題
に
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

宮
城
（
日
本
）
の
印
象
は
ど
う
で
す
か�

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、日
本
と
は
違
い
ま
す
が
四

季
が
あ
り
ま
す
。冬
は
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
は
普
通

な
の
で
と
て
も
寒
い
で
す
が
、部
屋
の
中
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
ほ
う
が
温
か
い
で
す
。ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
人

は
み
ん
な
大
き
い
の
で
、日
本
の
家
は
サ
イ
ズ
が

小
さ
く
、料
理
を
す
る
と
き
な
ど
腰
が
痛
く
な

り
ま
す
。日
本
に
来
て
一
番
気
に
入
っ
た
の
は
温

泉
で
、大
好
き
で
す
。�

食
べ
物
は
ど
う
で
す
か�

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、も
ち
ろ
ん
魚
を
よ
く
食

べ
ま
す
が
、ム
ー
ス（
鹿
の
一
種
）や
ト
ナ
カ
イ
の
ス

テ
ー
キ
な
ど
も
食
べ
ま
す
。日
本
食
で
は
、ラ
ー
メ

ン
と
寿
司
が
好
き
で
す
。た
だ
、そ
ば
や
寿
司
な

ど
、食
べ
物
を
わ
ざ
わ
ざ
冷
た
く
し
て
食
べ
る
の

に
は
驚
き
ま
し
た
。国
で
は
、サ
ラ
ダ
以
外
は
ほ

と
ん
ど
温
か
く
し
て
食
べ
ま
す
。�

サ
ッ
カ
ー
は
人
気
が
あ
り
ま
す
か�

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、日
本
で
野
球
が
盛
ん
な

よ
う
に
、サ
ッ
カ
ー
と
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
が
盛
ん
で

す
。宮
城
で
は
、べ
ガ
ル
タ
仙
台
が
Ｊ
１
に
昇
格
し

た
こ
と
も
あ
る
の
で
、特
に
若
い
人
に
サ
ッ
カ
ー

人
気
が
出
て
い
ま
す
ね
。自
分
は
、試
合
会
場
に

は
行
け
ま
せ
ん
が
、パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
な

ど
で
ぜ
ひ
応
援
し
た
い
で
す
。�

東北大学工学部 特別聴講学生�

ニルソン・パール・デイビット�さん�

（株）おいしいワールド ゼネラルマネージャー�

ホルヘ・エスピノザ�さん�

　
試
合
会
場
の
宮
城
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
る

利
府
町
の
六
つ
の
小
学
校
で
は
、一
次
リ
ー

グ
出
場
四
カ
国
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

出
場
し
宮
城
で
試
合
を
す
る
可
能
性
の

あ
る
八
チ
ー
ム
合
わ
せ
て
十
二
チ
ー
ム
の

中
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
三
チ
ー
ム
を
選
ん
で

応
援
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。こ
れ
が
「
一

校
三
国
運
動
」で
す
。�

　
子
ど
も
た
ち
は
、三
月
に
開
か
れ
た
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
が

開
催
十
都
市
を
め
ぐ
る
「
ト
ロ
フ
ィ
ー
ツ

ア
ー
」
の
ス
テ
ー
ジ

で
、一
校
三
国
運
動

で
学
ん
だ
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。
当
日

は
、エ
ク
ア
ド
ル
の

民
族
衣
装
で
登
場

し
、ラ
テ
ン
の
リ
ズ

ム
で
「
マ
カ
レ
ナ
」
の
踊
り
を
披
露
し
た

ほ
か
、各
国
の
食
文
化
な
ど
を
調
べ
た
結

果
や
手
書
き
の
似
顔
絵
の
お
面
を
付
け

た
選
手
の
紹
介
な
ど
を
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、イ
ベ
ン
ト
会
場
で
、ト
ロ
フ
ィ
ー

を
知
事
に
手
渡
し

た
し
ら
か
し
台
小

学
校
六
年
生
の
田

中
君
は
、「
本
物
は
、

と
て
も
重
く
て
落

と
さ
な
い
よ
う
に

と
緊
張
し
た
け
れ

ど
、一
目
見
る
こ
と

が
で
き
て
と
て
も

う
れ
し
い
」
と
、少

し
興
奮
気
味
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。�

宮
城
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を�

お
願
い
し
ま
す�

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
宮
城
で
開
催
さ
れ
、�

メ
キ
シ
コ
の
チ
ー
ム
が
や
っ
て
来
ま
す
が�

正式名称�
首 都 �
面 積 �
人 口 �
主な言語�
予選成績�
通 貨 �
有名なもの�

正式名称�
首 都 �
面 積 �
人 口 �
主な言語�
予選成績�
通 貨 �
有名なもの�

スウェーデン王国 [Kingdom of Sweden]
ストックホルム [Stockholm]
45万‡�
888万人�
スウェーデン語�
北中米・カリブ地区予選グループリーグ3位�
スウェーデン・クローナ�
白夜、オーロラ�

メキシコ合衆国 [United Mexican States]
メキシコ市 [Mexico City]
195万‡�
9,758万人�
スペイン語�
南米地区予選グループリーグ2位�
メキシコ・ヌエボ・ペソ�
マヤ・アステカ文明、タコス�

スウェーデン�[Sweden]

メキシコ�[Mexico]

その日を�
心待ちにして�

みやぎ県政だより　14.5.15 みやぎ県政だより　14.5.1 4
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お
問
い
合
わ
せ
　�

道
路
管
理
課
　
�
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各
土
木
事
務
所�

http://w
w
w
.pref.m

iyagi.jp/roadm
nt/

スマイルサポーター�
○清掃・美化活動、�
   歩道の除雪�

○ゴミ袋の支給・�
　ゴミ処理等�

○サポーター募集、�
   認定�
○表示板の設置、PR�
○傷害保険の加入�

市　町　村� 道路管理者（県）�

�

������� 
�

�　
県
で
は
、食
品
の
表
示
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
を
受

け
付
け
る
た
め
、「
食
品
表
示
一
一
〇
番
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。�

　
食
品
の
表
示
は
、農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表

示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律（
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
）や
食
品
衛

生
法
な
ど
に
よ
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。例
え
ば
、Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
よ
っ
て
、野
菜
や
肉
な

ど
の
生
鮮
食
品
に
は
、名
称
と
原
産
地
を
表
示
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
苦
情
や
相
談
だ
け
で
な
く
、原
産
地
な
ど
が
表
示
さ

れ
て
い
な
い
、ま
た
は
、表
示
が
疑
わ
し
い
な
ど
と
い
っ
た

表
示
に
関
す
る
各
種
情
報
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。�

●
相
談
受
付
�

　
０
２
２（
２
１
１
）２
５
２
３
�

（
生
活
・
文
化
課
内
）�

月
曜
〜
金
曜
日
�

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
�

�　
な
お
、食
品
表
示
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
十
四
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
�

�

「食品表示�
110番」�
開設中�

◎お問い合わせ�

元気あふれる�
起業家を�
応援します�

◎お問い合わせ�

�

県�
会�か�ら�
議�

　
二
月
定
例
会
は
、二
月
十
九
日
か
ら
三
月
二
十
日
ま
で
の
三

十
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
予
算
議
案
に
つ
い
て
は
、平
成
十
四
年
度
当
初
予
算
案（
一

般
会
計
で
約
八
千
百
三
十
八
億
円
、総
会
計
一
兆
六
百
四
十

三
億
円
）な
ど
三
十
四
議
案
が
提
案
さ
れ
、予
算
特
別
委
員
会

に
お
い
て
慎
重
に
審
査
し
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。�

　
予
算
外
議
案
に
つ
い
て
は
、知
事
等
お
よ
び
県
職
員
の
給
与

を
平
成
十
四
年
度
か
ら
二
年
間
削
減
す
る
た
め
の
条
例
案
な

ど
三
十
七
議
案
を
可
決
、ま
た
、各
関
係
市
町
村
事
業
・
農
業

農
村
整
備
事
業
・
都
市
計
画
事
業
等
の
各
事
業
受
益
負
担
金

な
ど
の
条
例
外
議
案
の
計
十
五
件
が
知
事
提
案
さ
れ
、原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

    

代
表
・
一
般
質
問
、予
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑�

　
八
日
間
に
わ
た
り
三
十
八
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、財
政

再
建
と
財
政
運
営
お
よ
び
市
町
村
合
併
と
地
域
振
興
策
、雇

用
対
策
な
ど
県
政
全
般
に
わ
た
る
活
発
な
質
疑
を
交
わ
し
ま

し
た
。�

    

発
議
・
意
見
書�

　
議
員
提
案
に
よ
る
議
員
の
平
成
十
四
年
度
分
報
酬
の
減
額

や
期
末
手
当
支
給
割
合
の
引
き
下
げ
な
ど
を
行
う「
県
議
会
議

員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」な
ど

二
件
を
可
決
し
た
ほ
か
、「
雇
用
対
策
の
早
急
な
実
施
を
求
め

る
意
見
書
」「
牛
海
綿
状
脳
症（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）に
係
る
緊
急
対
策
並

び
に
消
費
者
に
信
頼
さ
れ
る
食
品
生
産
供
給
流
通
体
制
の
確

立
に
関
す
る
意
見
書
」な
ど
七
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、衆
議

院
・
参
議
院
両
議
長
お
よ
び
関
係
大
臣
あ
て
提
出
し
ま
し
た
。�

    

請
願�

　「
筒
砂
子
ダ
ム
建
設
事
業
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」

「
商
工
会
等
補
助
対
象
職
員
の
設
置
基
準
改
定
の
考
え
方
に

関
す
る
こ
と
つ
い
て
」な
ど
五
件
の
請
願
を
採
択
し
ま
し
た
。�

大宮理事長と菅井副理事長（右から）�

県
議
会
事
務
局
政
務
調
査
課
　 

０
２
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２
１
１
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５
９
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■�問�

　
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、道
路
の
清
掃
活

動
や
緑
化
活
動
を
地
道
に
続
け
て
き
た
方
々

を
支
援
し
、住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
げ
る
「
み
や
ぎ
ス
マ
イ
ル
ロ
ー
ド
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、そ
の

概
要
と
、県
内
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し

ま
す
。�

����

　「
み
や
ぎ
ス
マ
イ
ル
ロ
ー
ド・プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、

ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
道
路
の「
里

親
」と
な
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
が
、県
が
管
理

し
て
い
る
道
路
の
清
掃
や
緑
化
作
業
な
ど
の

美
化
活
動
な
ど
を
行
い
、こ
れ
を
行
政
が
活

動
し
や
す
い
よ
う
に
バッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く

も
の
で
す
。�

　
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
と
、市
町

村
、県
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、

地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
。�

��������������������

　
こ
の
三
者
で
、お
互
い
の
役
割
分
担
を
盛

り
込
ん
だ
覚
書
を
結
び
、活
動
区
間
に
は
ス

マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
名
前
が
書
か
れ
た
表

示
板
を
設
置
し
ま
す
。�

�������

���

　
表
示
板
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、ス

マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、社
会
貢
献

を
ア
ピ
ー
ル
し
、よ
り
多
く
の
人
の
参
加
を

呼
び
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。さ
ら
に
は

歩
行
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
に
マ
ナ
ー
の
向
上
を

促
す
こ
と
も
で
き
、空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
な

ど
を
減
ら
す
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。�

　
ま
た
き
れ
い
に
な
っ
た
道
路
で
、イ
ベ
ン
ト

や
地
域
の
人
が
集
ま
る
場
所
と
し
て
使
う
な

ど
、ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。�

����

　
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
に
意
欲
が
あ
り
、良
好

な
道
路
環
境
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
る
方
で
あ
れ
ば
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
グ
ル
ー
プ
や
商
店
街
、職
場
の
仲
間
、

企
業
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
々
や
一
人
で
の
参
加
も

可
能
で
す
。「
道
路
の
ゴ
ミ
を
減
ら
し
た
い
」「
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
取
り
組
み
た
い
」

と
い
う
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

��

「
近
所
の
道
」か
ら�

「
ま
ち
づ
く
り
の
舞
台
」へ�

遠
刈
田
温
泉
蔵
王
通
り
振
興
協
同
組
合
の
取
り
組
み�

●
始
め
た
き
っ
か
け
は
？�

　
ま
ち
づ
く
り
に
自
分
た
ち
の
意

見
を
反
映
さ
せ
た
い
と
思
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
ま
ず
道
路
の
景

観
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
か
ら
始

め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

●
こ
こ
の
特
徴
は
？�

　
道
路
を
彩
る
花
壇
に
植
え
る
植

物
を
蔵
王
ら
し
い
も
の
に
し
た
い

と
思
い
、町
内
に
自
生
し
て
い
る
山
野
草
を
植
え
て
い
ま
す
。�

●
良
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？�

　
「
自
分
の
町
は
自
分
で
き
れ
い
に
す
る
」と
い
う
気
持
ち

は
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、そ

れ
を
一
歩
進
め
て「
町
は
自
分
た
ち
で
作
る
も
の
だ
」
と
い

う
意
識
が
み
ん
な
の
中
に
出
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、き
れ
い

に
し
た
道
で
は
、世
界
の
大
道
芸
が
集
ま
る
「
大
道
芸
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」を
毎
年
六
月
に
行
う
ほ
か
、毎
月
第
一
土
曜

日
に
は
、子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る「
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
タ
」
を

行
っ
て
、町
の
人
が
自
分
の
町
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。�

●
こ
れ
か
ら
は
？�

　
も
っ
と
地
域
の
人
に
、こ
の
取
り
組
み
を
理
解
し
て
も
ら

い
実
際
に
参
加
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。ま
た
、町
外
の
人
た

ち
か
ら
も
、イ
ベ
ン
ト
を
行
う
場
所
と
し
て
こ
の
道
路
を
使

わ
せ
て
欲
し
い
と
い
う
申
し
出
も
あ
る
の
で
、そ
う
い
っ
た

機
会
を
う
ま
く
使
っ
て
、こ
の
商
店
街
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。�

●
こ
れ
か
ら
こ
の
取
り
組
み
を
始
め
る
人
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
お
願
い
し
ま
す�

　
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
準
備
が
整
っ
て
か
ら
始
め
よ
う
と
す
る
と
難
し

い
で
す
。
ま
ず
は
参
加
で
き
る
人
だ
け
参
加
し
て
も
ら
い
、

だ
ん
だ
ん
広
げ
て
い
け
ば
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
す
る
と
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
自
然
な
も
の
に
な
っ
て
、

そ
の
町
ら
し
さ
も
で
て
く
る
と
思
い
ま
す
。�

�

多賀城環境美化実践研究会の皆さん�

地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た�

活
動
に
向
け
て�

あ
な
た
も�

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か�

こ
ん
な
効
果
が
あ
り
ま
す�

「みやぎスマイルロード・�
プログラム」シンボルマーク�

●
募
集
要
件
＝
県
内
に
在

住
ま
た
は
事
業
拠
点
を
設
け
、

認
定
後
一
年
以
内
に
小
売
り
、

飲
食
、サ
ー
ビ
ス
業
を
中
小

企
業
規
模
で
県
内
に
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
中
小
商
業
者
、農
林
漁
業
者
。
個
人
・

法
人（
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
も
可
）�

●
支
援
内
容
＝
①
一
件
当
た
り
百
万
円
の
賞
金
の

授
与
②
創
業
育
成
資
金
の
融
資
資
格
の
付
与
③
専

門
家
に
よ
る
経
営
指
導�

●
応
募
方
法
＝
気
仙
沼
地
方
振
興
セ
ン
タ
ー
、各

産
業
振
興
事
務
所
、農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、商

工
会
議
所
、商
工
会
な
ど
に
設
置
す
る
所
定
の
申

請
書
に
よ
り
、産
業
人
材
育
成
課
へ�

●
応
募
締
切
＝
七
月
十
五
日（
月
）�

　
県
で
は
、県
内
の
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、「
み

や
ぎ
元
気
起
業
家
発
掘
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。こ
の

事
業
は
、や
る
気
と
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て
新
た
な
事
業
に

挑
戦
す
る
中
小
商
業
者
、農
林
漁
業
者
か
ら
事
業
計

画
を
募
集
し
、優
れ
た
起
業
家
に
対
し
て
賞
金
や
無
担

保
融
資
対
象
資
格
を
授
与
し
ま
す（
２
件
以
内
）。�

��
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塩
竈
市
〈
浦
戸
諸
島
〉�

か
の
紫
式
部
が�

���

と
詠
ん
だ
風
景
の
底
に
は�

輝
か
し
い
潮
が
流
れ
て
い
ま
す
。�

�

仙
台
藩
の
海
の
玄
関
口
と
し
て
数
々
の
異
文
化
を
受
け
入
れ
た
寒
風
沢
―�

牡
蛎
養
殖
を
発
祥
さ
せ
た
野
々
島
―�

塩
竈
の
海
運
を
育
て
た
桂
島
―�

そ
し
て
、
桃
源
郷
を
思
わ
せ
る
菜
の
花
の
朴
島
―�

そ
の
輝
き
を
、
松
島
の
海
が
映
し
出
し
て
い
ま
す
。�

�

”見
し
人
の�

　
　
け
ぶ
り
と
な
り
し
ゆ
ふ
べ
よ
り�

　
　
　
　
名
も
む
つ
ま
し
き
塩
竈
の
浦
“�

�

�

■浦戸諸島へのアクセス�
　塩竈市観光桟橋より塩竈市営汽船
　で朴島まで約50分�
■塩竈市浦戸交通課�
　TEL 022-362-1591

【
鳴
瀬
町
宮
戸
大
高
森
よ
り
望
む
浦
戸
諸
島
】�

「
浦
戸
」
と
は
松
島
の
浦
あ
る
い
は
塩
竈
の
浦
の
戸
口
と
い
う

意
味
。
古
よ
り
歌
枕
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。�

【
寒
風
沢
の
六
地
蔵
】�

江
戸
時
代
、年
貢
米
の
江
戸
へ
の
積
み
出
し
港
と
し
て
栄
え
た

寒
風
沢
。
藩
政
期
に
は
出
入
り
の
船
が
、こ
の
地
で
日
和
と
風

を
選
ん
で
待
機
し
た
と
い
う
。
島
内
を
散
策
す
れ
ば
、船
人
を

島
に
留
め
る
た
め
の「
し
ば
り
地
蔵
」
や「
六
地
蔵
」な
ど
、当

時
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。こ
の
島
は
、日
本
初
の
西
洋
軍
艦

造
船
地
で
も
あ
る
。
島
内
一
周
散
策
路（
三
・
七
キ
ロ
・
徒
歩
約

七
十
分
）が
あ
る
。ま
た
、渡
し
舟（
無
料
）で
野
々
島
に
渡
る
こ

と
が
で
き
る
。�

【
浦
戸
第
一
小
の
児
童
に
よ
る
「
浦
戸
太
鼓
」
】�

塩
竈
│
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
・
芸
術
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

人
と
塩
と

美
術
と
「
ア
ー
ト
が
結
び
咲
か
せ
る
塩
の
華
」
よ
り（
平
成
十
三

年
六
月
）�

【
桂
島
の
白
石
広
造
邸
跡
】�

海
運
で
塩
竈
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
白
石
広
造（
し
ら
い
し
こ
う

ぞ
う
）は
、明
治
五
年
に
こ
の
地
に
定
住
し
て
白
石
商
会
を
設

立
。
北
海
道
や
関
東
、関
西
方
面
と
の
間
に
貨
物
運
搬
の
航
路

を
開
い
た
。ま
た
、海
産
物
の
販
売
、蚕
業
の
奨
励
、米
の
改
良
、

さ
ら
に
は
仙
台
電
力
会
社
社
長
と
し
て
電
力
の
開
発
普
及
に

も
貢
献
す
る
な
ど
、東
北
振
興
に
貢
献
し
た
人
物
で
あ
る
。�
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気仙沼・�
本吉地域�

仙南地域�

仙台地域�

大崎地域�

栗原地域�

登米地域�

石巻地域�

  歌津町と北上町の養殖ワカメ生産者
でつくる「みやぎ伊達な若芽生産者の
会」の「漁師直送 シャキシャキ若芽」
をご存じですか。会の皆さんは、生産か
ら加工、販売まですべて自分たちで行い、
輸入ワカメとの品質の違いを広く消費
者にアピールしたいと頑張っています。
外洋で育った若いワカメを使用してい
るため肉厚で、シャキシャキとした歯ご
たえも十分。味噌汁やサラダなど、どん
な料理法にもよく合うと好評です。�
�

　新緑に小鳥のさえずりの聞こえる季
節になりました。外に出て野鳥の観察
をしてみませんか。蔵王野鳥の森には
自然観察センター「ことりはうす」があり、
野鳥や自然の情報がいっぱいです。名
前は「ことりはうす」ですが、自然環境を
総合的に学習できる施設で、職員が何
でも詳しく教えてくれます。自然を体験
することで、感性や優しさが育ちます。
イベントや勉強会などいろいろ利用で
きますので、ぜひ親子でお出かけください。�

  ４月１８日（木）、大郷町に「パストラル
縁の郷」がオープンしました。ここでは、
グリーンツーリズム（農村に滞在して余
暇を楽しむ活動）が体験できます。農家
の家屋風の宿泊施設をはじめ、地場野
菜を提供するレストラン、市民農園、１日
体験農園、屋外バーベキュー施設など
があります。現在、地元農家の方々に
よる「おおさと食と農の大学校」を中心
に、野菜の植え付けや収穫作業をご家
族で楽しんでもらえるような体験メニュー
の企画などが進められています。�

　４月２７日（土）から５月６日（月）まで、
三本木町ひまわりの丘で「菜の花まつり」
が開かれています。６ヘクタールの敷
地内に約２００万本もの菜の花が咲き
誇り、広大な丘を黄色一色に染め上げ
ます。期間中は、菜の花クッキー、菜の
花ラーメン、菜の花アイスクリームや、
各種ひまわり特産品等の販売も行わ
れます。入場料は無料ですが、車で来
場した場合は２００円の栽培協力費（駐
車料金）が必要となります。�

  栗駒山の春の訪れを告げる山開きが
５月１９日（日）に行われます。栗駒山に
は石畳の初心者向けコースとお沢やブ
ナ原生林を抜けるコースがあります。自
分にあった登山が楽しめる栗駒山で、
新しい自分を発見してみませんか。山
開きの前日の５月１８日（土）には、キャ
ンプファイヤーやキコリ大会など楽しい
前夜祭（場所：駒の湯キャンプ場）も行
われます。「１泊２日コース」と「日帰りコー
ス」のツアーの参加者を募集しています。
（交通費・宿泊費は有料）  

　今月中旬から来月上旬にかけて、迫
町伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター
の敷地内で、「第７回伊豆沼ジャーマン
アイリス花まつり」が開催されます。
「ジャーマンアイリス」は日本に昔からあっ
た「あやめ」などを西洋で超大型に改
良したもので、花色が豊富なので、「虹
の花」とも言われています。期間中は、
１２０～１３０種類５万株の花が咲き誇り、
甘い香りを漂わせます。会場では、郷土
芸能や展示即売も行われます。�

  復元木造船「サン・ファン・バウティス
タ」の進水９周年を祝う「サン・ファン
祭り」が５月２５日（土）・２６日（日）の２日間
石巻市のサン・ファン・バウティスタパー
クなどを会場に開催されます。イタリア
お祭り市でにぎわうパークでは、多彩な
イベントが行われ、外洋ヨットレースなど
も行われます。期間中は、入場料が半
額になります。また、近くには県の水産
研究開発センターもありますので、ぜひ
足を運んでみてください。�

輸入ワカメに品質で勝負�
�

野鳥の�
観察をしてみませんか�

栗駒山で�
春を感じませんか�

艶やかなジャーマン�
アイリスの競演�サン・ファン祭り� 菜の花が満開� 「パストラル縁の郷」で�

余暇満喫�

えにし�

問�同会事務局　� 問�「ことりはうす」�問�パストラル縁の郷�問�三本木町振興公社�問�栗駒町役場商工観光課�問�迫町伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター�

問�花山村役場産業振興課�

問�サン・ファン館�

問�水産研究開発センター�

蔵
王
の
自
然
を
よ
り
楽
し
く
安
全
に�

　気仙沼・本吉地域� 　仙南地域�　仙台地域�　大崎地域�　栗原地域�　登米地域�　石巻地域� 迫　町� 大郷町� 蔵王町�三本木町�栗駒町�
花山村�

歌津町�
北上町� 石巻市�

　
昨
年
四
月
、蔵
王
の
自
然
を
よ
り
楽
し
く
安

全
に
、も
っ
と
愛
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、「
み
や

ぎ
蔵
王
ガ
イ
ド
協
会
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。経

験
豊
富
な
会
員
が
、ト
レッ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
と
し
て
、

登
山
客
と
一
緒
に
山
を
歩
き
ま
す
。景
色
の
良

い
場
所
や
高
山
植
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
し

て
く
れ
る
の
で
、山
歩
き
が
一
段
と
楽
し
く
な
り

ま
す
。ガ
イ
ド
は
有
料
で
、事
前
に
予
約
が
必
要

で
す
。会
員
の
深
堀
さ
ん
は「
蔵
王
は
、何
度
行
っ

て
も
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。お
客
様
の
好

奇
心
の
扉
を

開
け
る
よ
う

な
ガ
イ
ド
が
で

き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。�

五
月
は
新
芽

が
萌
え
、山
の

色
が
変
わ
っ
て

い
く
す
ば
ら

し
い
季
節
。初

心
者
か
ら
歩
け
る

い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
雄
大
で
奥
深

い
蔵
王
の
良
さ
を

満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
、高
山
植
物

を
持
ち
帰
っ
た
り

す
る
人
が
い
る
の
で
、マ
ナ
ー
に
は
十
分
気
を
つ
け

て
ほ
し
い
で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、県
で
は
、山
々
を
も
っ
と
楽
し
め
る
よ

う
、昨
年
か
ら
、南
蔵
王
縦
走
コ
ー
ス
の
登
山
道

の
改
修
を
始
め
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、刈
田
岳
の

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
か
ら
お
釜
を
眺
め
ら
れ
る
所
ま
で

は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
遊
歩

道
も
計
画
し
て
い
ま
す
。�

　
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン

も
開
通
し
ま
し
た
。新

緑
の
季
節
を
満
喫
し

て
み
ま
せ
ん
か
。�

　
こ
の
春
か
ら
、気
仙
沼
で「
地
米
酒
」づ
く
り

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
地
米
酒
」

と
は
、地
米（
そ
の
土
地
で
で
き
る
米
）を
使
っ
て

造
る
地
酒
の
こ
と
で
す
。�

　
昨
年
十
月
、気
仙
沼
に
、生
産
者
、地
元
酒

造
会
社
、小
売
酒
販
店
、気
仙
沼
市
、県
な
ど
で

つ
く
る「
地
米
酒

づ
く
り
研
究
会
」

が
で
き
ま
し
た
。

会
で
は
、気
仙
沼

で
育
て
た
酒
造

好
適
米「
蔵
の
華
」

と
気
仙
沼
の
き

れ
い
な
水
を
使
っ

て
地
元
で
醸
造

す
る「
地
米
酒
」を
、

平
成
十
五
年
春

に
発
売
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。�

  

今
年
一
月
に
は
、

「
地
米
酒
」
に

使
う
酒
米
の
生

産
を
行
う
た
め
、

気
仙
沼
市
廿
一

地
区
の
十
三
農

家
で
つ
く
る
酒

米
栽
培
研
究

会
「
清
流
『
蔵
の
華
』
廿
一
会
」
も
で
き
、生

産
体
制
も
整
い
ま
し
た
。今
月
中
に
は
田
植
え

が
行
わ
れ
、い
よ
い
よ「
地
米
酒
」づ
く
り
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。�

　
収
穫
し
た
米
は
、十
一
月
か
ら
市
内
の
二
つ

の
蔵
元
で
醸
造
さ
れ
、来
年
二
月
こ
ろ
に
は
新

し
い「
地
米
酒
」が
完
成
す
る
予
定
で
す
。原

料
の
酒
米
か
ら
す
べ
て
を
地
元
で
作
る「
地
米

酒
」。果
た
し
て
ど
ん
な
味
が
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。来
年
の
春
が
楽
し
み
で
す
。�

「
地
米
酒
」づ
く
り
が
本
格
ス
タ
ー
ト�

気仙沼・本吉地域�仙 南 地 域 �

みやぎ蔵王ガイド協会 深堀 好子さん�
ふかぼり よしこ�

清流『蔵の華』廿一会の皆さん�
タカネバラ�
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第25回日本カナダ
経済人会議講演会

日時＝５月１０日ª午後１時半～
午後３時２０分
場所＝仙台国際センター
講演＝「カナダで生まれて東北で
育った輸入住宅」東北日本カナダ
協会副会長（セルコホームñ代表
取締役社長）新本恭雄氏、「日本
カナダ経済関係の現状と展望
（仮）」日本カナダ経済人会議自動
車分科会共同議長（In t i e r
Automotive 社長）ドナルド・ウ
ォーカー氏（定員200人）
申し込み＝電話で仙台実行委員
会事務局（東北経済連合会内）@
022（799）2105へ（先着順）

県産業経済総務課
@022（211）2712

農業短期大学開放講座
「園芸の楽しみ」

内容＝講義、実習を通して園芸
の基礎的知識を身につける
期日＝５月２５日、６月２２日、７
月１３日・２７日、８月１７日、９月
１４日、１０月１９日・２６日
対象＝県内在住の１８歳以上の方
定員＝３０人（先着順）
受講料＝無料（材料費別途要）
申し込み＝５月１３日∑までに、
はがきに住所、氏名、年齢、職
業、電話番号を記入し、農業短
期大学へ

農業短期大学
〒９８２-０２１５仙台市太白区旗立
２-２-１
@022（245）2211

男女共同参画
川柳募集

普段の暮らしの中で、男女共
同参画にまつわる「おかしい、
変だ、こうだったらいいのに」
と感じていることを題材した川
柳を募集します。（１人１点）
応募資格＝県内に在住・勤務等
している方（性別、年齢不問）
募集期間＝５月１日π～６月２８
日ª（必着）
応募方法＝作品、作品のコメン
ト、氏名、年齢、性別、職業
（学校名）、住所、電話番号を記
入の上、県男女共同参画推進課
（〒９８０-８５７０住所不要）へ
賞＝A金賞…１点B銀賞…２点
以内C銅賞…５点以内

県男女共同参画推進課問

問

問

@022（211）2568
http://www.pref.miyagi.jp/
danjyo/

自然観察会開催

期日＝６月１９日π

場所＝角田市斗蔵山
定員＝４０人（抽選）
参加費＝無料
申込方法＝５月２４日ªまでに住
所、氏名、年齢、電話番号、希
望人数を記入したものと８０円切
手を貼った返信用封筒を同封
し、大河原産業振興事務所へ

大河原産業振興事務所
〒９８９-１２４３大河原町字南１２９-１
@0224（53）3252

外国人留学生との
交流家庭募集

県内には、中国、韓国を中心
に世界各国から約１,３００人の留学
生が滞在しています。県では、
日常的な交流を通して留学生を
精神的に支援する県民ボランテ
ィアを募集しています。なお、
留学生との顔合わせは７月上旬
を予定しています。

ú宮城県国際交流協会
@022（275）3796

点訳・朗読奉仕員
養成講座受講者募集

日時＝A点訳…６月～平成１５年
３月の毎週木曜日午後１時～午
後３時B朗読…６月～平成１５年
３月の毎週水曜日午後１時～午
後３時
会場＝県点字図書館（仙台市青
葉区上杉６丁目５-１）
定員＝１５人（選考あり）
申し込み＝５月１７日ªまでに往
復はがきで県点字図書館@022
（234）4047へ

第１回肢体不自由者
IT講習受講者募集

日時＝６月８日º、９日∂午前
１０時～午後４時
会場＝ハナトピア岩沼
対象＝市町村が実施するIT講習
会に参加困難な県内の肢体不自
由者で、両日とも講習会場に参
加できる方
定員＝１５名（先着順）
募集開始＝５月８日π

会場に参加できない方には、
在宅研修のコースもあります。

問

問

申し込み＝県肢体不自由児協会
@022（293）2902へ

介護基礎講座
受講者募集

日時＝６月３日∑午前１０時～午
後３時
内容＝お漏らし、清潔な介護
定員＝３０人（受講料無料）
場所＝県介護研修センター（鹿
島台町）
申し込み＝県介護研修センター
@0229（56）9608へ

在職・求職者向け
技術講習会

コース＝Aビジュアルベーシッ
ク基礎Bビジュアルベーシック
続基礎C工事担任者デジタル３
種受験（基礎A）
期日＝A６月４日∏～５日πB

６月６日∫～７日ªC６月８日
º～９日∂

場所＝白石高等技術専門校
受講料＝無料（テキスト代別途）
申し込み＝５月１５日πまで、往
復はがきに希望コース、住所、
氏名、生年月日、電話番号、職
業を記入し白石高等技術専門校
へ（申し込み多数の場合は抽選）

白石高等技術専門校
〒９８９-１１０２白石市白川津田字新
寺前５-１
@0224（35）1511

みやぎいいモノ
テクノフェア2002
出展企業募集
１０月１８日ª、１９日ºの２日間、
夢メッセみやぎにおいて工業製
品や技術の展示会を行います。
昨年は３万人の来場者があり、
企業のＰＲや商談の場となって
います。

県地域産業振興課
@022（211）2721

第6回みやぎ
ものづくり大賞
出品募集
過去２年間に県内において開

発された新製品のコンクールを
実施します。入賞製品には、賞
金が贈られ、新聞広告やカタロ
グ等により広くＰＲします。
対象＝加工食品・民工芸品。テ
ーマ部門…バイオ関連製品

県地域産業振興課問

問

問

@022（211）2721

みやぎ「やる木」
ビジネス支援事業
計画募集
県産木材の利用を促進する優
れた事業に対して補助金を交付
します。
応募要件＝木材の利用促進に取
り組むグループ・事業体等
補助金＝事業費の２分の１以内
（限度額１件当たり１００万円）
採択件数＝２件程度
応募締切り＝６月２８日ª

県林業振興課
@022（211）2912

短期課程の職業訓練

コース＝パソコン事務科
期日＝６月１８日∏～７月８日∑

対象＝パート事務就労希望者
場所＝仙台高等技術専門校幸町
校舎（旧婦人就業援助センター）
定員＝２０人
受講料＝無料（テキスト代別途）
申し込み＝５月２０日∑までに仙
台高等技術専門校@022（258）
1151へ
面接＝５月２９日πに仙台高等技
術専門校本校（宮城野区田子）

県営住宅入居者募集

対象＝県内全域の空き住居
受付期間＝５月７日∏～１３日∑

申し込み＝専用の申込用紙で郵
送（１３日の消印有効・申し込み
多数の場合は抽選）
案内書＝５月１日πから建築住
宅センター、県営住宅所在の各
市区町村の担当課、気仙沼地方
振興センター、各地方県事務所、
各公共職業安定所で配布

建築住宅センター
@022（224）0014
２４時間テレホンサービス
@022（213）1861
http://www.mkj.or.jp

M・Y－Plan
すくすくプログラム
参加者募集
内容＝自主的な国内や海外での
調査・研修活動を補助・支援
（経費の２分の１を補助。上限
１０万円）
対象＝県内在住の２０～３５歳まで
の男女２０人
申込期限＝５月２４日ª

問

問

申し込み＝県青少年課@022
（211）2558へ

競争入札（物品等）
参加業者登録申請

受付期間＝５月２０日∑～３１日ª

（新規・平成１１年７月１日登録
業者更新）
受付場所＝出納局管理課、気仙
沼地方振興センターおよび各地
方県事務所（仙台を除く）申請
用紙は各受付場所で配布

県出納局管理課
@022（211）3333

障害者雇用促進企業
登録申請受付

県では、４月から物品・役務
の調達に当たり、「障害者雇用
促進企業」から優先して調達す
る制度を実施しています。
受付期間＝５月２０日∑～３１日ª

受付場所＝県出納局管理課（申
請用紙は同課で随時配布）

県出納局管理課
@022（211）3333

市民プロデューサー
養成講座参加者募集

これからの青年活動、ボラン

問

問

ティア活動等をプロデュースす
る青年リーダーを養成します。
内容＝A講座（組織術、調査術、
企画術、プレゼンテーション術）
B体験学習（希望する分野の
NPOでのインターンシップ）等
対象＝県内在住の２０～３５歳の男
女２５人
申込期限＝５月２４日ª

申し込み＝県青少年課@022
（211）2558へ

青年団体
すくすくプログラム
助成団体募集
内容＝先駆的な活動に要する経
費を補助（最低３０万円）する
対象＝県内の青年を主体とする
広域的な活動をする団体・グル
ープが行う事業で事業費が６０
万円以上の事業
助成団体数＝３団体
申込期限＝５月２４日ª

申し込み＝県青少年課@022
（211）2558へ

みやぎ県民大学
開放講座受講者募集

今年度こそ県民大学を受講し
てみませんか！ご希望の方に
「みやぎ県民大学開放講座」一

●県庁の番号案内は@211-2111●県庁の専用郵便番号は980-8570（住所記入不要。部局課室名だけでも配達されます）県からのお知らせは、ＮＴＴドコモ・ｉモード公式サイト「テレモｉ情報［宮城県］」でもご覧いただけます。

覧をお送りします。
開講機関＝３２機関（高校、専門
施設、大学等）
内容＝一般教養や専門的な内容
で各開催機関により異なる
申し込み＝県生涯学習課@022
（211）3652、FAX022（211）
3697へ

野外活動ボランティア講座

ボランティアの指導者を養成
します。
期日＝６月８日º～９日∂

場所＝泉が岳青年の家
対象＝２０歳以上の方３０人
内容＝野外炊飯、創作活動、冒
険プログラム、登山等
参加費＝４,０００円
申し込み＝５月７日∏午前９時
から泉が岳青年の家@022
（379）2311へ

アカモクセミナー
in 松島

アカモク（ギバサ）という海藻
は、春に大きく育ち、夏になる

催し�

と流れ藻になる海藻です。全国
的に広く分布しているおいしい
海藻で、さらに水質の浄化にも
役立っています。このアカモク
について勉強してみませんか。
日時＝５月１８日º

場所＝松島湾ほか
内容＝松島湾内の藻場や干潟の
観察、アカモク料理の試食会等

県環境対策課
@022（211）2666

県立がんセンター
「緩和ケア病棟」
一般公開
６月３日∑の開棟前に一般公

開を行います。
日時＝５月１６日∫、１７日ª午後
２時～午後４時
内容＝概要の説明と施設見学
申し込み＝５月１４日∏までに希
望日および人数を県立がんセン
ター企画情報班@022（384）
3151（内線１14、115）へ

問

■ハイビジョンLD上映会�
■内　容　名曲美術館「ルーブル美術館」（クラシック美術）�
■日　時　5月11日（土）、12日（日）いずれも午後2時～�
【今月の休館日】�
　2日（木）（館内整理日）、7日（火）（振替休館日）�
　6日を除く毎週月曜日（13日、20日、27日）�
�
�
�
■特別展　「シャガール展　ロシア・トレチャコフ美術館所蔵の名品を中心に」�
■期　間　5月6日（月）まで�
【今月の休館日】�
　6日を除く毎週月曜日（13日、20日、27日）�
�
�
�
■特別展　「観光旅行－大正～昭和初期のツーリズム－」�
■期　間　5月26日（日）まで�
■展示解説　5月3日（金）、4日（土）、5日（日）、6日（月）、12日（日）、19日（日）、�
　　　　　　26日（日）いずれも午前11時～午前11時20分�
【今月の休館日】�
　6日を除く毎週月曜日（13日、20日、27日）�
�
�
�
■日　時　5月22日（水）午後0時15分～45分�
■場　所　県庁1階県民ロビー�
■出　演　佐藤よしみ�
■曲　目　オーシャンゼリゼ、愛の賛歌、百万本のバラ、ほか�

ラジオ�

みやぎ情報クリップ�
東日本放送�

毎週金曜日　午後７時５４分～７時５７分�

コミュニティFM

県からのお知らせ�
TBCラジオ�

毎週金曜日　午後３時５９分～４時�

ラジオ県民だより�
TBCラジオ�

毎週土曜日　午前１０時２５分～１０時３０分�

アラウンド ザ ミヤギ�
Date FM

毎週月～金曜日　午前１０時３５分～１０時３９分�

テレビ�

毎週月～金曜日　午後５時２０分～５時２４分�

毎週月～金曜日　午後５時５０分～５時５４分�

毎週月～金曜日　午後５時５０分～５時５４分�

毎週月～金曜日　午後５時１５分～５時１９分�

毎週月～金曜日　午後５時１５分～５時１９分�

毎週月～金曜日　午後５時２０分～５時２４分�

さまざまな行政情報をお伝えします。�
（文字スーパー付き）�

情報マガジンみやぎ�
仙台放送�

第３土曜日（毎月）　午後１時～１時２５分�

行政情報、県内各地の話題など県民の皆さん
が知りたい情報を満載した、みやぎの今を伝え
る情報誌感覚の番組です。（文字スーパー付き）�

みやぎ情報クリップキャラクター �
クリッパー�

宮城県図書館� (377)8441

宮城県美術館� (221)2111

県民ロビーコンサート� 県生活・文化課�問� (211)2527

東北歴史博物館� (368)0101

美術館、東北歴史博物館の
小・中学生、高校生の常設
展展覧料は無料です。�

ラ ジ オ 3 �

FMじょんぱ�

魔 法 の 泉 �

ほ ほ え み �

BAY WAVE�

ラジオ石巻�

グッドライフみやぎ�

ハピネスみやぎ�

みやぎ情報アラカルト�

みやぎ情報ピックアップ�

みやぎニューズウィンド�

ライフネットみやぎ�

見てね�●いよいよ秒読み！�

　W杯スペシャル�



編�集�後�記�

今月から地域情報発信コーナーがスタートしました。県内7つの地域から「ほっと」
な話題をお届けします。地域からいろいろな「風」を吹かせてみたいと思ってい
ます。皆さんも、5月の「風」に誘われて出かけてみませんか。�

Ｙ�

6pでご紹介した「遠刈田温泉蔵王通り振興協同組合」の皆さんがサポーターと
して整備されている道路を、実はこれまでそうとは知らずに通るたびに「きれい
な通りだな」と感じていました。6月1日、2日には大勢の人でにぎわう「大道芸フ
ェスティバル」があります。今年はぜひ行ってみたいですね。�

ナ�

編�集�後�記�
浦戸諸島は、静かで、とてもいい所でした。渡船もあって、風情もありました。海
水浴場もあるので、夏休みに泊まりに行くのもいいかもしれませんね。�

ゆ�
　三陸縦貫自動車道と東北縦貫自動車道を結ぶ仙
台北部道路は、宮城スタジアムで行われるワールド
カップサッカーの開催に向けて、利府ＪＣＴから利府し
らかし台ＩＣまでの区間の工事が進められています。
この道路は、仙台東部道路と仙台南部道路と一体と
なって仙台都市圏自動車専用道路ネットワークを形
成するもので、今月19日に開通する予定です。�

表紙写真�「はたらく人」仙台北部道路（利府町）�

中小企業向け
県制度融資

国や県から雇用創出のための
助成金を受けている企業、新規
学卒者を２人以上正社員として
６カ月以上雇用している企業お
よび取引企業の倒産で影響を受
けている企業に対する特別の制
度融資（緊急雇用経済対策資金）
を設けています。ぜひ、ご利用
ください。

県経営金融課
@022（211）2743
http://www.pref.miyagi.jp/
keikin/

休日当番医の情報を
携帯電話で

携帯端末等情報発信サイト
「ポケットみやぎ」では、急患
センターや地域の休日当番医情
報を提供しています。
「ポケットみやぎ」へのアクセ
ス方法＝携帯電話（iモード、
EZweb、J-sky）、PHS（Ｈ”
LINK、ブラウザホン）、電話・
FAX（Lモード）に対応。各サー
ビスの「行政」等のジャンルか
らアクセス
休日当番医情報＝「ポケットみ
やぎ」トップページ→「相談窓
口案内」→「休日当番医」

県産業経済総務課
@022（211）2712

県医療整備課
@022（211）2622

仙台北部道路開通

５月１９日午後３時に仙台北部
道路の利府JCT～利府しらかし
台IC（５.２km）が開通します。
仙台北部道路は、「２００２FIFAワ
ールドカップTM」が開催される県
総合運動公園への、県内外から
の来場者の主要なアクセス道路
として活用されます。開通当日
には、開通記念として利府町中
央公園で十符の里スポーツフェ
スティバル（サッカー教室・記
念トークショー）を行います。

県道路建設課
@022（211）3162

仙台～成田線
運航開始

仙台空港では、４月１８日から
「仙台～成田線」が１日１往復

問

問

問

問

運航されています。また、５月
２７日からは１日２往復に増便
され、千葉県など関東圏へのア
クセスも便利になります。ぜひ、
仙台空港をご利用ください。

県空港対策課
@022（211）2432

ブロック塀等調査に
ご協力を

コンクリートブロック塀等の
安全性を確認するための調査を
実施しますので、ご協力をお願
いします。調査の詳細は、ホー
ムページでもご覧になれます。
対象区域＝小学校のスクールゾ
ーン（仙台市、石巻市、塩竈市、
古川市を除く）
対象施設＝一定の要件に該当す
るコンクリートブロック塀、門
柱など
調査期間＝５～７月

県建築宅地課
@022（211）3243
http://www.pref.miyagi.jp/
kentaku/

けん銃・覚せい剤等
事犯捜査に
ご協力を
けん銃事犯や覚せい剤など薬
物事犯に関する情報は、最寄り
の警察署・交番（駐在所）また
は警察本部に２４時間体制で設置
している「銃器・覚せい剤１１０
番」@022（266）1074へ。
断片的な情報でも、銃器・薬物
に関する相談事でも結構です。
まず、ご連絡ください。

平成14年
宮城県保育士試験

受験資格＝大学に２年以上在学
し６２単位以上修得した方。高校
卒業後児童福祉施設で２年以上
児童の保護に従事した方など
試験日＝８月６日∏～９日ª

場所＝県総合衛生学院ほか
願書受付＝６月３日∑～１４日ª

（消印有効）
実施要領＝県子ども家庭課で配
布。郵送希望の方は、１２０円切
手を貼った返信用封筒（角型２
号）を県子ども家庭課（〒９８０-８

資格・試験�

問

問

みやぎ県政だより　14.5.1 14

点字県政だよりをお届けします。視覚に障害がある方のために点字またはカセットテープによる県政だよりをお届けします。 ú宮城県視覚障害者福祉協会1（022）257-2022問

みやぎ県政だより　14.5.115

自動車税の納付は
お早めに！

自動車税の納期限は５月３１日
ªです。期限までに忘れず納付
しましょう。期限までに納付が
困難な方は、お早めに最寄りの
県税関係事務所へご相談くださ
い。また、自動車税の納税通知
書についている納税証明書は、
車検の際に必要ですので、大切
に保管してください。なお、納
税通知書の発送は、５月１３日∑

の予定です。

気仙沼地方振興センター、
各地方県事務所、各県税事務所

ごみ減量化・
リサイクル推進週間

５月３０日（ごみゼロ）～６月
５日は「ごみ減量化・リサイク
ル推進週間」です。県民１人が
１日に出すごみの量は、平成６
年度に１kgを超え、現在も
年々増えています。環境を守る
ため、ごみを減らすとともに、
ごみを分別したり、リサイクル
製品を利用するなど、環境に配
慮した生活を心掛けましょう。

県資源循環推進課
@022（211）2657

パスポートの有効
期間の確認を

サッカー・ワールドカップを
韓国で観戦する県民の皆さん、
旅券（パスポート）をお持ちで
すか？お持ちの旅券の期限が切
れている方、旅券をお持ちでな
い方は、お早めに申請手続きを

問

問

暮らし�

お願いします。なお、無くした
旅券や盗まれた旅券は悪質な犯
罪に利用されることもあります
ので、紛失・盗難には十分にご
注意下さい。

県パスポートセンター
@022（211）2278
気仙沼地方振興センター・同志
津川支所、各地方県事務所（仙
台を除く）

宮城県にはクマが
生息しています！

クマが冬眠から目覚める４月
下旬から６月頃には、県内各地
で人とクマとが出合い、人がけ
がをすることがあります。山に
入る方は、クマの生息情報を入
手し、鈴やラジオ等を携帯して、
クマとの突然の出合いを防ぎま
しょう。また、生ごみを破棄す
ることは、クマが人間の食べ物
に興味をもつ原因となりますの
で、必ず持ち帰るようにしまし
ょう。なお、下記のホームペー
ジにも、クマ出没情報やクマと
の遭遇の際の対応方法などを掲
載しています。

自然保護課
@022（211）2673
http://www.pref.miyagi.jp/
sizenhogo/seibutu/kuma/
kuma.htm

不法投棄防止に
ご協力を

最近、廃棄物の不法投棄が目
立ってきています。不法投棄は、
悪臭や水質汚染などを引き起こ
し、私たちの健康にも悪影響を
与えます。不法投棄をした場合
には、５年以下の懲役や１,０００万
円以下の罰金に処されるととも
に廃棄物の撤去を命ずる行政処
分の対象になります。また、使
用済みタイヤなどの野積み行為
も不法投棄と見なされ、罰則が
適用される場合がありますので、
適正に処理してください。

県廃棄物対策課問

問

問

@022（211）2648

「かすみ網」持たない、
売らない、使わない

かすみ網は特別の許可を得た
場合を除いて、使用（捕獲のた
めの所持を含む）が禁止されて
います。かすみ網が仕掛けられ
ているのを見つけたら、県また
は警察にご連絡ください。また、
特別の許可を得た人以外にかす
み網を売ることも禁止されてい
ます。なお、農作物等の被害防
止には、色が赤など見分けやす
くて、横糸のない防鳥網を使用
してください。もし、防鳥網に
誤って野鳥がかかった場合は、
速やかに放鳥してください。

県自然保護課
@022（211）2673
県各産業振興事務所、気仙沼地
方振興センター、警察署、派出
所

マニフェスト
制度について

産業廃棄物の運搬または処分
を他人に委託する場合は、法律
に基づき、書面による委託契約
を行い、委託内容を正しく記載
した産業廃棄物管理票（マニフ
ェスト）を受託者に交付し、そ
の控えを保存する義務がありま
す。マニフェストの交付に関し
て法律に違反した場合は、罰則
の適用により罰金刑が科せられ
たり、措置命令（排出した廃棄
物の撤去を命ずる行政処分）の
対象となる場合もありますの
で、ご注意ください。

県廃棄物対策課
@022（211）2648

精神障害者の
各種申請窓口の変更

精神保健福祉法の改正によ
り、４月から精神障害者（仙台
市内に居住している方を除く）
の通院医療費公費負担および精

問

問

神障害者保健福祉手帳の申請
（更新を含む）窓口が、各保健
福祉事務所から居住地の市町村
に変更になりました。なお、更
新の申請は、期限の切れる３か
月前から受け付けをしています。

県障害福祉課
@022（211）2635
各保健福祉事務所、お住まいの
市町村役場

児童手当の請求を
お忘れなく

児童手当の所得制限は、平成
１４年６月支給分からは、平成１３
年所得を対象として審査されま
す。このため、平成１３年度中は
前年所得が多く支給の対象とな
らなかった方でも、平成１３年所
得が減少した場合等には該当す
る場合がありますので、認定請
求をお忘れなく。なお、手当に
該当した場合は認定請求の翌月
分から支給対象となります。
（現在手当受給中の方は、６月
の現況届の提出をお忘れなく）
申請先＝各市区町村担当課（公
務員は勤務先）

県子ども家庭課
@022（211）2532

特別児童扶養手当

対象＝心身に重度・中度の障害
をお持ちの２０歳未満の児童の父
もしくは母、または父母がいな
い、あるいは監護しない場合に
おいてはその児童を養育してい
る方（重度・中度の障害とは国
民年金法による障害程度の１級
および２級に相当する程度の精
神または身体の障害（内科的疾
患に基づき障害の状態にある場
合も含む）をいう。また、所得
等により支給されない場合もあ
り）
申請先＝市区町村担当課

県子ども家庭課
@022（211）2532
各市区町村担当課

問

問
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５７０住所不要）へ

県子ども家庭課
@022（211）2529

調理師試験

受験資格＝中学校卒業以上で、
飲食店などの営業施設または給
食施設で２年以上調理の業務に
従事した方
試験日＝８月６日∏

会場＝東北福祉大学
願書配布＝５月１３日∑から
願書受付＝５月２７日∑～６月７
日ª

各県保健福祉事務所・支所
（仙台市内・県外の方は県健康
対策課@022（211）2623へ）

宮城県職員採用試験
（大学卒業程度）

試験の職種・採用予定者数・受
験資格＝５月７日ごろから配布
予定の試験案内を参照
第１次試験日＝６月２３日∂

試験地＝仙台（仙台南高校、県
工業高校）、東京（学習院大学）
申込受付期間＝５月１０日ª～３１
日ª（消印有効）
試験案内・受験申込書＝県庁１階
総合案内、県人事委員会事務局、
気仙沼地方振興センター総務班、
各地方県事務所総務班等で配布
申し込み＝封筒の表に「大学卒
業程度受験」と朱書し、県人事
委員会事務局職員課（〒９８０-８５
７０住所不要）へ
短期大学卒業程度・高等学校

卒業程度試験の第１次試験は９
月２９日∂に実施します。

県人事委員会事務局職員課
@022（211）3761

宮城県・仙台市
公立学校教員
採用候補者選考試験
資格＝受験しようとする校種、
免許状を有する方（取得見込み
を含む）
第１次選考＝７月２５日∫～２６日
ª…筆記試験、実技試験、面接
第２次試験＝９月１１日π～１３日ª

受付期間＝５月２９日π～６月７
日ªに県教職員課へ（消印有効）
願書請求＝封筒の表に「採用選
考要項」と朱書し、あて先明記
の返信用封筒（角形２号、１６０
円切手貼付）を同封し、県教職
員課（〒９８０-８４２３住所不要）ま
たは仙台市教職員課（〒９８０-８６

問

問

問

７１住所不要）へ

県教職員課
@022（211）3632
仙台市教職員課
@022（214）8872

宮城県警察官
Ａ採用試験

申込受付＝５月２０日∑～６月１７
日∑

第１次試験＝７月１４日∂

募集要項＝５月７日ごろから県
警察本部、各警察署、交番、駐
在所で配布

県警察本部警務課
フリーダイヤル 0120（204）
606

食品表示
ウォッチャー募集

業務内容＝日ごろ利用する店舗
で、商品にルールどおりの表示
がなされているか、産地等が疑
わしくないか、観察し定期的に
報告する（旅費等を実費程度支
給）
応募資格＝県内在住の２０歳以上
の方で、別途開催する業務説明
会に参加できる方
応募方法＝５月１７日ªまでに、
はがきに住所、氏名、年齢、性
別、電話番号を記入し、県生
活・文化課（〒９８０-８５７０住所不要）
へ。応募多数の場合は、地域バ
ランスなどを考慮の上、２５人程
度の方を決定

県生活・文化課
@022（211）2523

みやぎ女性人材開発
セミナー受講生募集

修了者には、修了証を交付し、
県や市町村などの審議会等の委
員候補として「女性人材リスト」
に掲載します。
講座内容＝地方自治、財政、産
業等県政に関する講義や討論
募集人員＝１５人程度
募集期間＝４月２２日∑～５月１７
日ª

実施期間＝７～１２月の土曜日
（計１０日間）

県男女共同参画推進課
@022（211）2568
問

問

募集�

問

問

●県庁の番号案内は1211-2111●県庁の専用郵便番号は980-8570（住所記入不要。部局課室名だけでも配達されます）




